「The Marksmanship Lesson」訳本

　「弓術指南」

　著者：Alla Llaleth
　物事は如何にして在るべきかということに関して、Kelmeril Brinは非常に明確な見解を持ち合わせていた。奴隷を買ってくると、それが男であれ女であれ、そうして買ってきた当日に、各々の独立心の程度に応じて、１時間から３時間まで中庭にて強かに鞭を呉れてやるのである。彼の、あるいは彼の城代が振るう鞭は、水を含ませた節くれだった布から出来ており、いつも奴隷に血を流させるけれど彼らを不具に追い遣ることは滅多に無かった。彼の大きな満足と個人的なプライドのために、その必要も無いのに、今までに多くの奴隷が一度ならずも鞭の犠牲となったのである。こうして、連れて来られた最初の日の記憶、そして、後に続く奴隷たちの誰もが最初の日に見るもの・聞くものは、一生涯、彼らの下に留まることになるのであった。
Brinは初めてBosmerの奴隷を買うことになって、１時間だけ彼を鞭打つよう城代に命じた。奴隷たちの大半を占めていたArgonianやKhajiitやOrcに比べて、この生物――BrinはDobと名づけた――の外見は非常に繊細そうであったのだ。鉱山や田畑で働くためにはDobの体は明らかに虚弱すぎるけれど、家内仕事を任せられる程に身なりは整っていたのである。
　Dobは寡黙に忍耐づよく仕事を果たしていった。時折、Brinは彼の食事を抜いて再教育を与えなければならなかったが、それ以上の罰は決して必要とはされなかった。大農園を訪れた客人たちは誰もが、Brin家に新しく加えられた、その召使の異国情緒あふれる洗練された外見に感銘を受けたものであった。
　「ところで」下級ながらもIndoriil家の貴族の一員であるGenethah Illocは、Dobから差し出されたワインの杯を受け取って言った。「あなた、生まれつき奴隷なのかしら？」
　「いいえ、奥様」一礼してからDobは答えた。「街道で、あなたのような麗しい淑女の追い剥ぎをしていたものです」
　彼の仲間は誰もが声を上げて面白がったけれど、しかし、Dobを買い入れた奴隷商にKelmeril Brinが問い合わせてみたところ、その話は本当であると分かった。逮捕されて罰として奴隷商に売り飛ばされる前には、あまり悪評は高くなかったけれど、そのBosmerは実際に追い剥ぎなのであった。あのDobのように寡黙であり、目上の者と視線が合う時には礼儀ただしく目を伏せるような男が犯罪者で在り得たというのは、何とも奇妙に思われる事柄であった。Brinは意を決して、それについて尋ねてみた。
「巡礼者やら商人やらを襲う時には、何かしらの類の武器を使わねばならなかったろう？」Dobの手にするモップを見ながら、Brinはニッコリと笑ってみせる。
「はい、御主人様」Dobは慎ましく答えた。「弓です」
　「当然だろうな。お前たちBosmerは、それを操るのには非常に長けているからな」一瞬だけ思案して、それから尋ねた。「ちょっとしたものだったかね？」
　Dobは控えめに頷く。
　「それなら、息子のWodilicに弓を教えて遣ってくれ」もう少しだけ思案を重ねてから、そのように主人は言葉を続けた。Wodilicは１２歳であるけれど、彼の母、つまりBrinの亡妻の手によって非常に甘やかされて育ったのである。切られるのが怖くて、その少年は剣もロクに扱えない。その様子はBrinのプライドを傷つけるものであったが、しかし、そのような性格上の欠点は、この上も無く弓を扱うことに向いていると思われたのである。
　Brinは城代に一弦の上質の弓と数本の矢筒を買って来させると、大農園の隣に位置する、野生の花々が咲き誇る野原に的を設置させた。数日以内に、レッスンは始まることになった。
　最初の数日の間は、しっかりと弓の訓練を付けているか、BrinはWodilicとDobの様子を眺めていたものである。弓の握り方や幾つかの異なるスタンスの方法を習っている息子の姿を見て、彼は喜んでいた。しかし、仕事への関心の方を優先せざるを得なかった。だから、訓練が続けられているかを知るための時間は在っても、どれだけWodilicが上達しているのかに関しては、Brinの知るところではなかったのである。
　問題が再検討されるようになったのは、それから１ヶ月の後のことだった。Brinと城代が大農園の収入と支出を調べていた折に、家族の雑費に関する項目のところに至ったのである。
　「野原の的が、どれだけ修理の必要が在るかも調べておいてくれ」

　「前もって調べておいたのですけどね、御主人様」城代は答えた。「それが、新品同様なのです」
　「何だって？」Brinは首を振ってみせる。「腕の良い射手が数発で的を粉々に倒したのを、それを私は見たことが在るぞ。きちんと訓練を積んでいるなら、１ヵ月も経てば１個も的は残っていないはずだ」
　「しかし、どの的にも、どの類の穴も空いていないのです。御自分で御覧くださいませ」

　そうしている間にも、弓の訓練は続けられていた。Brinが野原に足を運ぶと、空に狙いを付けているWodilicの腕の姿勢をDobが教えてやっているのが見えた。その矢は弧を描いて的の上を飛んで行くと、そして地面に突き埋もれてしまう。Brinが的を調べてみると、あの城代の言うように、それは新品同様の状態であった。１本の矢も触れてないのである。
　「Wodilic坊ちゃま、右腕は、もっと下に引かなければなりません」Dobが話している。「それから、更に高く撃ち上げたいならば、弦をギリギリまで引き絞ることが何よりも重要です」
　「“高く”だって？」Brinは唸ってみせる。「精度は、どうなっているのだ？　Wodilicが隠れて〔的ではなくて〕空の鳥を何羽も撃ち殺してきたというのでもなければ、お前は何の弓術も息子に教えていなかったということになるではないか」
　Dobは慎ましく一礼してみせる。「御主人様、精度について心配が必要となる前に、この一流の弓術師で在らせられるWodilic坊ちゃまが武器に親しみを覚えるようにならなければなりません。Valenwoodでは、的に矢を当てるという難しい仕事へと乗り出す前に、異なる力での、異なる風での、矢が描く弧を眺めて弓術を学ぶものなのです」
　Brinの顔は激怒に紫となってしまった。「馬鹿にするな！　まったく、奴隷なぞを信用して息子の教育を任せるべきではなかったのだ！」
主人はDobを引っ掴むと、大農園つきの家屋に押し込めた。Dobは頭を垂れながら、家内仕事で覚えた、慎ましやかなソロリソロリとした歩き方でもって付き従った。顔に涙を流しているWodilicも、そこに追い縋ろうとした。
「お前は、ここに居て練習をしているのだ！」彼の父親は唸ってみせる。「しっかりと的に狙いを付けるのだぞ。空なぞではなくて、な！　ど真中を射抜くまで帰ってくるな！」

少年が涙ながらに練習に戻って行くと、BrinはDobを中庭まで連れて行って鞭を持って来させた。不意にDobは弾かれたように逃げ出すと、庭の中央に置かれた幾つかの樽の間に急いで身を潜めてしまった。
「この奴隷め、罰を受けるのだ！　お前を買ってきた、あの日のような慈悲を見せるべきではなかったな！」そう喚き散らしながら、Dobの剥き出しの背中を何度も打ち据える。「こうして鍛えてやらねばな！　もう金輪際、家庭教師だの、家内仕事だの、そんな易しい仕事は無いものと思え！」
　Wodilicの悲痛な叫び声が草地から漂ってくる。「出来ません！　お父様、僕には的を射抜けません！」
　「Wodilic坊ちゃま！」苦痛に声を震わせながらも、在らん限りの力でDobは叫び返す。「左腕を真っ直ぐにして、やや東の方を狙うのです！　風向きが変わったのです！」
　「息子に戯言を吹き込むのは止めろ！」Brinは叫ぶ。「いっそ打ち殺してやろうか！　それでも命が残っていれば、お前はsaltrice畑に送ってやろう！　お似合いだぞ！」
　「Dob！」少年の泣き叫ぶ声が遠くから聞こえる。「まだ駄目だよ！」
　「Wodilic坊ちゃま！　４歩さがって、東に狙いを付けて、高さを怖がってはいけません！」Dobは樽の間から駆け出すと、壁際に停めてある荷馬車の下に身を潜めた。Brinは彼に追い縋ると、そこに雨のように鞭を繰り出す。
　その少年の矢は的を高く飛び越えて昇り続けて、大農園つきの家屋の端のところで頂点に達すると、それから大きく弧を描いて降ってきた。自分が射抜かれたと悟る前に、Brinは血の味を覚えていた。恐る恐る、彼は両手を掲げる。矢頭が首の後ろへと飛び出している、それが手探りで感じられる。身を屈めて荷馬車の下のDobを覗き込んだBrinは、その奴隷の唇に薄い笑みが広がっているのを見たように思った。その死の一瞬前に、彼はDobの追い剥ぎの表情を捉えたのであった。
　「ど真中ですよ、Wodilic坊ちゃま！」Dobは誇らしげに言った。
